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は じめ に

本 レポー トは、2005年 春学期に実施 された 日本語教育実践研究(7)(担 当 鈴木

義昭教授〉 の実習生 と して日本語研究教育セ ンター設置授業r日 本語科 目」、r漢 字指

導C(7-8)ク ラス」 に参加 して、実践時に得 られた経験 に基づ き、実習の概要 、

感想、さらにはわれわれ の提言等 を書いた ものである(各 人の形 式に拠 った ものであ

るため、若干の不統 一は、これ を諒 され よ)。 実習 の構成メ ンバーは、四名 とも中国語

母語話者の学生 である。

まず、われわれが中国で 日本語教育を受 けた時 の事情の紹介を行 っておきたい。中

国のほとんどの大学では、r日 本 語の漢字教 育」が行われ ていない。残念 なが ら、教師

たちは授業の重点を音声 ・語彙 ・文法等 に置 き、漢字教育にはさほ ど意 を払 ってい な

いかに見える。われわれは、r漢 字指導」とい うものを受 けたことがないのであ る。中

国での 日本語教 育においては、漢字指導 は必要 ない と思われているので はないだ ろう

か。漢字 とい うものは、漢字の故郷 である中国人学習者 にとって、必要 ないもの と理

解 されてい ると言えよう。今学期、 この実践教育 の授業 に出席 して、 中国語母語話者

に対す る、漢字教育の重要 さを改めて認識 した次第である。

実 翻 業 の分折

学習者の状況並ぴに指導項 目

学習者 の構成では、33名 のうち非漢字系学生1に 対 して、漢字系学生3の 比率で、

比較的漢字系学生の多い クラスであった。漢字系学生 の出身国は、韓 国(15名)・ 中

国(台 湾を含む、10名)で 、非漢字系学生の出身国は、 ロシァ(2名)・ イタリア(2

名〉・スロバキ アー(1名)・ リトアニア(1名)・ フランス(1名)・ カザ フスタン(1

名)等 であった。

今学期 の実践教育では、実習生が全部で四人、～人2回 の教壇実習 を行 うことに な
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った(開 講後、暫 くして 日本人実習生が加 わる)。 この クラスでは、授業の前半1時 間

を担当教員が行い、後半30分 を学生が担 当す るとい う形式 を執 った。うち、前半の1

時間は、 さらに30分 、30分 に分かれ、小テス トとその回答に当て られた。小テス ト

は、前の時間 に配布された漢字表 を 自宅で練習 した ものに関す る試験であ った。漢字

表 は、常用漢字表のうち、 日本語能力試験一級 の漢字を大 き く音読み しかない もの、

訓 読み しかない もの、音訓両読みの3項 目に分け、さらにそれをアイウエオ順 に並べ、

例 文を付けたものであった、各時間 に配布 され るぺ一パーは鈴木教授が作成 した もの

で、例文は先生が作 った ものだそ うであ るが、われわれ の眼 にもやや難解 であ り、新

聞の文章程度 に収めるべ きではなか ったか と思われる。以後、われわれの実習 を個人

ごとに挙 げることにする(提 出順 はアイウエオ順 とす る〉。

張充薗労一1

筆者 は以前、中国の大学で 日本語 の授業を担 当 していた ことが ある。 ほとんどの大

学 では、r日 本語の漢字指導」という授業が設置されてい ないのが実情である。中国人

学習者に とって日本語の漢字は、学習項 目とい うよりは、む しろ学習者の杖であ ると

考 え られている。それは、学習者 のみ ならず、 日本語教育学界 にも広 く認め られた考

え方であ る。多 くの中国人 日本語教師 は、授業の重点を音声 ・語彙 ・文法 に置 き、漢

字教育を軽視 してい るので ある.上 記のような反省 に立 って、二 回の教壇実習 を行 っ

た。以下 に、その概要を述 べる。

漢字仮名混 じりで表記 され る日本語の語彙 において、 どこまでが漢字 で、 ど二か ら

送 り仮名 を付けるかは非漢字系学習者 ぱか りでな く、漢字系学習者 を も悩 ませる問題

の一つで ある。 かつて、筆者は 「一つ一つ覚え るしかない」 と考 えてい た。 しか し、

今回の実践 では、r送 り仮名の付け方 」を取 り上げ、r常 用漢字表」 などの外、いろい

ろな資料 を調べてみた。基本的に は、動詞 ・形容詞 のような活用 のある語 は、活用 語

尾 を送 るという原則にな っている。 にもかかわ らず、原則以外 に、r例 外」 とr許 容」

とがあ り、学習者 を悩ませ ている。そ のため、一回 目の教壇実習時の練習問題は、「例

外」 とr許 容」 とに重点 を置いて、問題を作成 した。

また、二回 目は、r熟 語の読み方」を取 り上げた。漢字はどうい う場合にr音 」で読

み、どういう場合 にr訓 」で読むのか、実に分か りにくい。そのため、教 壇実習では、

まず熟語の基本的な読み方 、

① 前後 とも音読みをす るもの

② 前後 とも訓読みをす るもの

③ 重箱読み

④ 湯桶読み

を中心 に進めた。r熟 語は音読み と訓読み とを混用 しない」ということを学習者に理解
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させるとともに、r重 箱読み」、r湯 桶読み」が語構成的 にも特 殊な読 み方である ことを

強調 しておいた。

反省 としては、 まず、筆者の担当 した授業が面 白みに欠 けていた点 を挙げておか な

くてはな らない。それ はともか くと して、 中国の 日本語教育 では、授業 の形式 よ りも

内容面が重視 され る傾 向にある。そのため、筆者 も学 習内容 を如何 にして理解 させ る

か という点 にっいては工夫 したが、如何に して楽 しく学習す るかにっいては・ あま り

重視 しなか った きらい がある。世界各国か ら来 た学習者は、 どんな に大切 な知識 であ

って も、バ ラエテ ィーの富んだもの でなくては、学習者の意欲がそがれ るとい うこ と

に気が付い た。今後は、 こうした実践 の経験 を生 か し、面 白さに溢れ た授業 を 目指 し

たいと痛感 した。

いずれ にせよ、今回の教壇実習は、漢字教育を再認識す るよい機会 であった。授業

の準備 を し、資料 を調べてい くうちに、漢字教育は独 立 した ものではな く・音声 ・語

彙など とも絡み合 った ものだとい うことが よく分か った。 そ して・漢字教育 は非漢字

系学生 のみな らず、漢字系の学生 にも重要な ものであ ることを再 認識 した。特 に・ 中

国人学習者 を対象 とするr漢 字教育」の可能性及び重要性 も再認識 した という次第 で

ある。

参考文献1

アル ク日本語 出版編集部(1994)r漢 字ハ ン ドブ ック』 アルク

佐藤喜代治(1988)『 漢字教育』 明治書院

武部 良明(1988)r漢 字の教え方」 アルク

森田良行(1991〉 『語彙とその意味』

陳媚=

筆者は、中国 出身で、 日本語は中国の大学で学習 した。そ の際、文法指導や発音指

導を受 けた ことがあるが、漢字指導 とい うものを受けた ことがない。 中国での 日本語

教育においては、漢字教育は必要 ない と思われてい る。なぜか とい うと、漢字 は もと

もと中国の文字だか ら、中国人学習者 にとって、 日本語の漢字学習は苦労 な しにで き

ると思われてい るか らである。 しか し、筆者は、 日本 に来てか ら、 日本の漢字 と中国

の漢字の書 き方が違う ところの多 い こと、 自分の漢字 の筆順 に問違 った ところが多 い

こと等 々に気付いた。漢字指導を受 けることの重要性 をひ しひ しと感 じた。今 回の実

践研究では、教壇実習をおこないなが ら、教師 とい う立場 に立 って漢字指導を実施 し

たことで、漢字教育の重要性 を再確認 したほか、授業 の進 め方、教案の作 り方、教室

活 動の行い方 などをも勉強で きた.

前述 のように、漢字指導Cク ラスの学習者 は、漢字圏出身学習者 と非漢字圏 出身学
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習者 とが混 じってい る。漢字圏出身学習者 の中 にも、漢字 をほとん ど使 ってこなか っ

た韓国人学習者が約半数 を占めてい る。以下 に漢字圏出身学習者 と非漢字圏 出身学習

者の漢字学習上の間題点 をまとめてお く。

[漢字 圏出身学習者]

① 漢字 の書 き順 に間違いが多い。

② 意味 が分か っても読み方の分か らない漢字 が多い。

③ 難 しい漢字の読み方が軽視 され る傾向がある。

④ 中国語の熟語をそのまま日本語 として使 うケー スが多い。

E非漢字圏 出身学習者コ

① を書 く時、細部(点 等)を 脱落 させた り、余分 に付け加えるケー スが多 い。

② 話す ことはできるが漢字 を使うことが苦手な学生が多数いる。

③ 漢字の書 き方 が軽視 され る傾 向がある。

今回の実践 では、r促 音」 とr六 書」についての指導 を行 った。r促 音」 を選 んだ理

由は、中国系学生や韓国系学生がr促 音」 に弱い ことによる。現代中国語の ように、

r促音」(二r入 声」)が なか った り、韓国語のように、「入声」は存在 していて も日本

語とはシステムが違 ってい るためである。学習者か らは、r初 めて促音 にも規則がある

ことを知 った」 という声が あった。また、「六書」を選んだのは、非漢字系学習者 が漢

字の構成に弱い と思われたか らであ る。「形 声文字がよ く分 かるようにな った」の声が

あ り、意を強 くしたが、r難 しいので分か らない ところ もあった」とい う声 もあ り、分

か り易さを心がけな くてはな らない と思 った。

二回にわたる教壇実習を通 して、教 師と しての実力不足 を痛感す るとともに、以下

のことを学ぶ ことがで きた。

① 授業 内容 に合わせて、絵 カー ドや漢字 カー ドなどの教具を使 うと効果的 であ

る。漢字の書 き方を指導する時、非漢字系学習者 に対 しては、連想法(漢 字を

意味 と形 に分解 して、各部分をそれぞれ覚 え易い ように図や符号 などに連想 さ

せる〉 を使 うとより効果的である。

② 学習者のグループ活動 を終了 させ る時には、教師はrど うで したか」とかrで

きま したか」な どのチ ェック型質間 を使 って、 自分の権威を強調 しない。

③ 学習者 の授業への参加意欲を大切 にす る、学習者へのあいづちの打ち方や視

線 の位置 にも注意 し、学習者が気持 ちよ く授業が受 けられ るように心がける。

④ 教案 を作 る時 は、教材研究 を十分 に行わな くてはならない。 また、教案 は学

習者の反応 まで予測 して作 らな くてはな らない。授業中に随時修正ができるよ

うに しなければならない。

⑤ 発間型質問 を使えば、学習者 の関心を引 き起 こ し、授 業を活性化す ることが

できるが、教師が学習者の答えを予測することが難 しいので、危険性 も出て来
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る。それ を解 決す るため には、事前 の周到な準備 が必要不可欠である。

⑥ 教師は クラス全体に聞 こえ るよ うな大 きな声 を出すのが基本である。 クラス

のサイズや雰囲気に合わ せた声量の工夫 も大切で ある。

⑦ 学習者全休の レベルを考慮 して、授業 内容 を決めな くてはな らない。その前提

条件 と して、学習者の レベルを正確 に把握 してお く必要がある。

参考文献

庵功 雄(2001)『 新 しい 日本学入門』 スリーエーネッ トワーク

菱沼 透(1980)r中 国語 と日本語の言語干渉一中国人学 習者の誤用例j

『日本語教育』42号

望月八十吉(1974)『 中国語 と日本語』 光生館

北京外国語大学国際交流学院(2001-2002)『 漢日語言研究文集』 北京出版社

揚魁魁=

今学期、鈴木先生の別科の授業r漢 字指導C」 の授業に参加 し、別科 の学生 たち と

講義 を聴いた り、教壇 に立 って用意 した教材を使 って教えた りした。学期初めのア ン

ケー トによると、r漢 字 に興味があ る」、rも っとた くさんの漢字を覚 えて、日常生活 に

役立てたい」 などの意見が多か った。 また、漢字圏出身の学習者 の中 に、漢字の基 礎

ができていない学生がい ることに驚かせ られた。 日本語 の漢字 には、 日本語独 自の体

系がで きていて、漢字圏 出身だか らとい って、指導 しないで もでき るとい うはずが な

く、漢字指導 の必要性を改めて認識 した。

教壇実習の時、筆者 は一回 目にr連 濁」 を取 り上げ、二 回 目にはr百 面相の漢字 の

読み方」を行 った。前者 においては、r清 音」 とr濁 音」 を復習 し、二つの語が結合 し

て一語を作 る時、連濁 の起 こる場合 と、起 こらない場合の例 を挙げ、学習者 に問題 意

識 を持たせ、連濁のルールを説 明 した後で、練 習問題 を解かせ るとい う授業 の流れ を

作 ってみた。後者においては、主 に読み方 ごとの例 を数多 く紹介 したが、単に単語を

羅列 しただけでは効果が薄く、論理 的に納得 させない と効果が挙が らない ことが判 明

した。

実を言 うと、筆者 は今回初めて、 教案の作 り方を学 んだ。 これ までは、授業中に話

す ことを大 雑把 に書 けばいい と思 っていたが、参考書を読 んだ り、 他の人の教案を見

た りす ることを通 じて、教師 白身の手にな る細かい教室設 計、精緻 な教室 コン トロー

ルがいか に重要なのかが分かった。そ して、 これは当た り前の ことであるが、 自分 自

身が教師 にな ってみて、 日本語教師 にはいかに高い 日本語能力が求め られ てい るか、

よく理解で きた。 ひ とたぴ教壇 に立 ち、学生 に教え る以上、誤 った 日本語を使 い・誤

った 日本語 を学習者 に教 えてはな らないか らである。ま た、教師 は自分に 自信 が持 て
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るように研修を積 み、学習者の 二一ズに合 った授業 が展 開できるよう不断 に心がけな

くてはな らない。今後は、 こう した反省を踏 まえて、実際の教学 に当 りたい と思 う。

参考文献

海保 博之(2003)r日 本語教育のための心理学』新躍社

福田 知行(2000〉r漢 字と日本語教育』 南雲堂

小林 一仁(1998)『 バツをつけない漢字指導』 大修館書店

厘一麗淳=

2005年 度春学期 のr日 本語教育実践研究(7)」に参加 して教壇実習を行 った際、考え

たr学 習者の興味を引き出すための工夫」 という題で話を したい。

r同音異義語」 とr四 字熟語」 とい う二 つの学習項 目を教える時、 どのように教え

ればいいか、鰻初 に教案作 りの段階か らいろいろ考え た。すなわ ち、 どういうふ うに

学習項 日を導入す れば学習者の興味を引 き出せ るかに注 目したのである。

第一 回 目にr同 音異義語」 について教えた時は、 自作の絵カー ドを用いて導入 を試

みた。r雨 ユ とr飴 」、r雲 」 とr蜘 蛛」、r辞 典1とr字 典」のような、日常よ く見かけ

る同音 異義 語をカラーの絵 カー ドによ って分か りやす く説明す るように工夫 してみ た。

まず、 学習者 は絵 カー ドに興味を引かれて、面白そ うに説明を聞いていた。そ う した

説 明の単調さを避 けるため、次の ようなよ く知 られ た 「同音異義 語」の クイズを用意

してみた。

● き しゃのき しゃが きしゃで き しゃした、[貴 社 の記者が汽車で帰社 した。]

● にはにはにはには とりがい る。〔庭 には二羽鶏 がいる。]

こう した作業 を行 っていけば、同音異義 語を覚える ことに抵抗がな くな り、学習者 の

学習意欲が高め られていくように思われた。

第二回 目の実習の時は、r四 字熟語」の導入を行 うために、r四 面楚 歌」 とい う言葉

を説 明 した.こ の四字熟語 は、漢字 圏出身の学生に とっては馴染みの深い もの である。

しか し、非漢字圏出身の学習者 にとっては、 ことぱの由来 も明らかではな く、 ことば

に秘 め られた悠久の歴史 とは縁 の薄い ものである。そ うした背景 を持つ四字熟語を短

時間に紹介す るのは決 して簡単な ことではない。堅苦 しい単語 をどの ようにあっかえ

ば よいか、大 きな課題 として残 った。

学習項 目の導入 を行ない、練習問題 を作成 してい る時、学習者 の レベルに合った間

題 を作 るこ とがい かに大切であ るかを痛感 した。筆者 は、安易にも面 白さばか りに 目

を向けたため、練習の量や難易度 につ いて余 り考慮す ることはなかった。 同 じクラス

の中にいて も、学習者の レベルはまちまちであ り、す ばや く問題が解け る学 生 もいれ

ば、文化的背 景の違いで、全 くで きない学生 もい る。そ のため、練習間題 が解 けない
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学習者が授 業に飽 き、積極的 に取 り組 もう とす る意欲を失 ってい るように見受 けられ

るケースもあ った。学習者に学習の楽 しみ を味わ って もらう授業 を作 り上 げてい くた

めには、彼 らの レベルに合わせた練習問題 を作成す ることが最 も重要な作業で あ り、

学習者の意欲や自信 を高め、達 成感 を獲得 させ ることは必要不可 欠なことなので ある。

今回担 当 した授業 を振 り返 って、反省点 を挙 げてお く。

① 時間 に対する認識の甘 さ

第一回 日の教壇実習では、学習項 目を分か りやす く説明す るのに時間 を取 られ、

大量 の練習問題 を準備 しておいたため、練習の答 え合わせ の時間が不足 して し

まった。実際授業を行 う際は、学習 内容を考 え るだけではな く、 どの ようなぺ

一 スで授業 を進 めてい くか、時間配分 に注意を払わ なければな らない。

② 学習者 との コミュニケーシ ョンの重要 さ

第 二回 目の教壇実習の中で、一番気 にな ったのは、学習者 とのコ ミュニケー

シ ョンの不足 ということで ある。教室 にダ イナ ミズムを生み出すため には、学

習者 との コミュニケーシ ョンを取 ることが非常 に重要な ことである・今回の実

習の中では、残 念なが ら時 間の関係か ら、学習者 個 々に漢 字学習の困難点 を聞

くことがで きず、学期終了時 にも感想や考え等の聞 き取 り調査をす ることがで

きなか った、 よりよい授業 を展開す るには、学習者か らの フィー ドバ ヅクも必

要不可欠な ことである。今後 の課題 として、考え続けて生 きたい。

(1㌶雑1鯛
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まどめ

今回 この実践研究 に参加 し、われわれ は以下 のような共通 の認識が得 られた。す な

わち、r漢 字教 育は独立 したものではな く、語彙教育 ・音声教育な どの諸分野 とも深 い

関わ りを持つ ものであ る」と。そ して、r漢 字教育は、漢字系の学生 にも非漢字系 の学

生 にも必要不可欠な ものである」 と。特に、現 在さほど重視 されて いない中国圏 の 日

本語教育 におけ るr漢 字教育」 の可能性 と重要 性について思い を新 たにした。上 に述
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べたように、われわれは この授業 を通 じてさまざまな経験 を し、多 くの教訓を得た。

今 後は、 こう した ものを糧 としなが ら、 日本語教育(及 び漢字教育)の 実践 に当 って

いきたい。
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